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世界ごった煮 2019

前日から
そして当日も
朝から
入念な準備

ホワイエ

★世界のフリマ★

ヤング
アメリカンズ
の部屋

　二回目を迎える「World  Potluck 世界
ごった煮」、今年は晴天にも恵まれ、前
回を越える836人の入場者を迎え、沢山
の外国の方も参加してくれました。
　前日の11月 30日、スタッフや関係者
が集まり、会場の設営です。事務局長か
らの説明があり、いよいよ作業開始です。
手際よくイベントホールに机と椅子が配
置されていきます。ちょっとコツのいる
パネルの設置は、前回の経験者がリード
しながら作業をすすめていきます。３階
と４階に分かれて作業も一段落したとこ
ろで、食工房でぜんざいがふるまわれ、
一息ついたところで作業続行。ホワイエ
のお店や、イベントホールのブース、３
階の展示物の準備がみるみる進んでいき
ます。一方、食工房は、明日の準備でお
おわらわ。

★25周年を迎えた
姉妹都市カーメルの部屋★

大会議室

大会議室
★ワークショップ★

インド
地域女性協議会

民族衣装体験　
受付はこちら

木肖
ハワイの物品

ふるさと歴史学習館
語学クラブと日本語サロン

四
本
足
の
お
友
だ
ち

ぷちぽけっと

KIFA フリマ

ハーバリウム

消しゴムはんこノルウェーの鉛筆画
（海洋生物絶滅危惧種
の保護運動紹介）

ヤングアメリ
カンズの紹介
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姉妹都市カーメルの今

姉妹都市 インディアナ州 カーメル市を訪問して

Shivani & Hannah カーメル高生からのメッセージ

9 月 24 日～10 月 1日

カーメル市交流活動事業部　　桝村博子

　姉妹都市25周年記念を迎え二度目の訪問の機会をいただきま
した。9年前の訪問では、インディアナ州で開催された “ステー
トフェア” に参加しました。その時の人口は 4～ 5 万人ぐらい
だったかと記憶していますが今や 10万人を超えまだまだ増える
勢いで発展しています。
　空港では、前回と同じように姉妹都市委員会会長のバーバラ
さんとホストファミリーのマイヤーズご夫婦のお迎えをいただ
き感激で胸がいっぱいになり長い旅の疲れも忘れました。
　到着翌日に見学に行った日本庭園は、周りの木も随分大きく
なり池には睡蓮の花も咲き、とても落ち着いた雰囲気で、市民
の憩いの場になっていました。夜は姉妹都市委員会の皆さんが
マイヤーズ家で持ち寄りディナーを開いてくださり、有意義な楽

しい時間を過ごしました。
　次の日に訪問した “世界
で一番小さな子ども美術
館” では、昨夏送った河内
長野市の子どもたちの絵
が展示され、美術館長た
ちは「今年もとても良い
作品ばかり」、「これは大
切な素晴らしい交流だか

ら続けていきたい」と話されていました。夜には、ブレナード
市長をお迎えして姉妹都市25周年記念ディナーが開かれました。
25年前の姉妹都市提携調印の時来日された、当時の議長、トム・
ケンドールさんも出席され、その当時のエピソードを、楽しく
お話されていました。
　28日は、カーメル市国際アートフェティバル会場でカーメル
市民との交流の機会を持ちました。カーメル高校生や消防士、
警察官などの方が立ち寄り「日本に行きとても楽しかった」と
懐かしそうに話をしていました。
　最終日は、昨年河内長野を訪れたエバンとソフィーと再会し
て市内を見学。新しくできたミッドタウン・プラザは、子供か
ら大人まですべての人が楽しめるように作られていて素晴らし
いと思いました。夕方には、ソフィーのご実家に連れて行って
いただき、エバンのお母さんも、パイケーキを焼いて持ってき
てくださり、皆さんで、夕食のドイツ料理をいただき、とても
楽しい時間を過ごしました
　今回の記念の訪問に参加いたしまして、素晴らしい体験をす
ることが出来、また新しい街づくりの様子を見せていただきと
ても参考になりました。一番感じたのが、皆さんとても家族愛

が強く、そして人に優しく、労
力を惜しまないということです。
そんな素晴らしい人々と出会っ
たのが最高でした。
　これからも姉妹都市交流を大
切にし、若い方達に引き継いで
もらいたいと強く感じました。
　　　　　　　　　　

　2018年夏に河内長野市を訪れた、
姉妹都市のカーメル高生、シバニ
とハンナからメッセージが届きま
した。

KIFA と河内長野市民の皆さん、
　私たちの学校は清教学園と
1988 年以来姉妹校になり、
1994 年には両市は姉妹都市に
なりました。これ以来私たちは
両コミュニティと人々を結びつ
け、芸術や友情などを通じて平

和な環境を推し進める活動をしてきています。2018 年に日本
を訪問したとき、私たちはすぐに河内長野との結びつきを感じ
ました。人々はとても親切に歓迎してくれました。このおかげ
で私たちの旅は魔法のような忘れられないものになりました。
カーメルを愛していただきありがとうございます。河内長野と

私たちの初めてのニュースレターを記念して、私たちは市庁舎
近くの日本庭園に行きました。このエリアはまるで秘宝のよう
です。自然と美に溢れ、庭園に来ると人々は大きな平和的な気
持ちに包まれます。でも、カーメルの多くの人たちは姉妹都市
の存在を知りません。私たちはそのようなカーメル市民に河内
長野の素晴らしさを広げていきたいと思っています。

＊この二人の高校生は清教学園を通じて KIFA にコンタクトを
取り、更にカーメル市の姉妹都市委員会にも何か活動したいと
申し出ています。両市の市民が互いの姉妹都市のことをもっと
理解できるようにと、自分たちでニュースレターも作成してい
ます。とても良くできていますので、下のリンクからぜひご覧
ください。彼らの投稿も随時 KIFA リポートに掲載の予定です。

 https://www.flipsnack.com/poochigoochi/newsletter.html





＜開講場所と時間＞
日曜日 Sundays　14:00～16:00　
　　　千代田公民館　2階
火曜日 Tuesdays　10:00～11:45　　　
　　　市民交流センター（KICCS）3階
木曜日 Thursdays　18:00～20:00　
　　　ノバティ南館3階　ノバティホール

●語学クラブ スケジュール

●日本語サロン スケジュール

1月

日曜 Sun. 火曜 Tue. 木曜 Thu.

1・15・22
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3・10・17・24
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5・12・19・26
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3月 Mar

Jan

2月 4・18・25 6・13・20・27Feb

月 曜日

2・9・16

「にこにこ」出前講座
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日本語交流活動教材「にこにこ」出前講座

　吹田市国際交流協会（以下 SIFA)
が 文化庁の委託事業として作った日
本語交流活動教材「にこにこ」と「は
じめてのにこにこ」について出前講座
が開かれました。取材に伺ったのは 2
日目の「はじめてのにこにこ」につい
てでした。
　外国出身の学習者に日本語を教え

るとき、担当の人を決めて、主にその人だけが学習者と話すよう
になると、内容が偏ってきがちです。また、本来人によって違う
話し方があるはずなのに、同じ話し方に偏って触れることになる
などの問題があります。そのため、SIFAではグループ活動に重点
を置き、日本語でたくさんおしゃべりし、交流を深めることを通じ
て学習者の日本語活動のサポートをされているそうです。ともに
学ぶという姿勢を大切にし、自分のことを語り相手を知ることを大
事にします。ロールプレイで会話をしたら、さらに自分自身に当
てはめて話してもらう「自分語り」が学習者には役に立ちますと
説明されました。
　「はじめてのにこにこ」は、30 のユニットとイラスト、資料、ボ
ランティア向け手引からなるテキストです。７つのステップごとに
何をどのように進めていくのか考えられています。イラストを見せ
ながら指導者が語り文を読む、次にイラストを見せながら 1 文ず
つリピートしてもらい、ステップ 3 では覚えるくらいまで読む。
ステップ4からは、学習者に語り文を再生してもらうなど、これは
他の言語の指導にも共通し役に立つ教え方だと実感しました。
　そのあと参加者は 3つのグループごとに、学習者役とボランティ
ア指導者役に分かれて紹介された指導方法を練習しました。指導
者はペアになって一人が主に話し、もうひとりは主にイラストの

カードをタイミングよく見せていきます。学習者も 2, 3 人の複数
です。参加者は日頃日本語サロンで活動しているボランティアの
方たちですから、学習者役、指導者役それぞれ堂に入っています。
ジェスチャーも取り入れながら楽しく模擬学習は進んでいきます。
途中で持ち上がった疑問には、講師の榎原さんとSIFA職員の林
さんが一緒に考えたりアドバイスをされていました。こうして常に
複数の人が話す環境に置かれると、自然にいろいろな日本語に触
れることになります。このような場の提供が地域の日本語教室に
は求められていることを学びました。
　最後に、たくさんの経験を積まれているはずの KIFA の日本語
サロンのボランティアのみなさんが、さらにいろいろな指導方法
から学ぼうとされていることは素晴らしいと思いました。学習者の
皆さんから常に「先生、先生」と慕われているのは皆さんの陰の
努力があればこそだと再認識しました。

11月9日（土）、16日（土）　市民交流センター　視聴覚室
講師：　　（合同会社）おおぞら日本語サポート　澤田　幸子氏  （11月9日）

　　   （公財）吹田市国際交流協会　日本語講師　 榎原　智子氏（11月16日）

2日目の講師　榎原氏





コンニチハ！日本語サロンです
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学習心得～日本で学んだ事～

インドネシア
フェスティバル

chihiro
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無料
メールマガジン
配信中！

　KIFAの楽しいイベントや情報を
いち早くお知らせします。

お申し込みは、事務局または、KIFA
ホームページから 

 http://www.kifa-web.jp/

　みなさん、こんにちは、私の名前は
徐敏豪です。台湾の花蓮出身です。現
在 39 歳で、趣味はアウトドアスポーツ
です。大学を卒業して台北で建築現場
のエンジニアとして働いていましたが、
オーストラリアへワーキングホリデーに

行き、フィリピンで語学留学をした後、修得した英語を活かして
南アフリカにあるレソト王国で働いていました。レソト王国では
ジーンズ工場の工場長として 5 年間働きました。日本に比べてア
フリカの治安はとても悪く、私は無事に帰って来ることができてう
れしいです。私の彼女は日本人なので、今後日本で働き、生活し
たいのですが、日本で働くには先ず日本語を良く学ばなければな
りません。
　前の仕事の契約を終えて帰国してから、河内長野に 2か月間滞
在しました。河内長野に来た時、彼女はすぐ無料で日本語のレッ
スンが受けられる日本語サロンにサインアップするために私を
キックスセンターに連れて行ってくれました。ここにそんな国際交
流協会があると聞き、とても良い所だと感じました。いろんな国
から来た人達の言語と文化の交換は、河内長野での国際的な展
望と外国人への印象を高め、外国人が河内長野に来る機会を増
やすと思います。日本語サロンでは、フィリピン、ベトナム、インド、
インドネシアなどのクラスメイトと会いました。クラスメイト、先

生もとてもフレンドリーで親切です。授業の休憩時間にはお茶や
軽食を提供してくれました。もしこれに興味がある外国人の方が
いるなら、迷わず直接日本語サロンに参加してください。
　日本語を学習するまでは、中国語を使う人にとって日本語は簡
単だと思っていました。なぜなら、日本語は漢字を使っているか
らです。実際学習してみて、先ず一つの漢字に対して音読み訓読
みの違う発音がある。また、日本語の文法には規則や変化が沢
山あることを知りました。例えば言葉と言葉の間には助詞を入れ
なければならない、過去の時制と否定形は語尾が変化するなど
です。中国語にはこれらの規則がないため、日本語は私にとって
難しい事が分かりました。ですので、日本語を進歩させるには学
習の方法を見つける必要があります。
　この 2 か月間の間に日本語の学習だけでなく、日本の文化をた
くさん学びました。日本語サロンの先生達の熱心な指導に感謝し
ています。今後も日本語を学
び続けて、また河内長
野へ長期滞在する機
会があれば、教室
に戻って先生達から
学びたいです。

　　　　　　新年おめでとうございます。2019 年を振り返ってみると、元号が「平
成」から「令和」に変わり、新天皇が即位されるなど、喜ばしい
ことがたくさんありました。スポーツ界ではラグビーワールドカッ
プが開催され、日本代表が大健闘しましたね。そんな 2019 年が
すぎ、とうとう 2020 年の幕開けです。夏にはいよいよ東京オリン
ピック・パラリンピックが開催されます。観戦・応援をきっかけに、
世界中からたくさんの方が日本を訪れてくれそうです。
皆様にとって、2020 年が素晴らしい一年になりますように。

　インドネシアフェスティバルに参加した
KIFA は、インドネシアの焼き飯、ナシゴ
レンを販売しました。食工房で調理する人、
会場まで運ぶ人、販売する人、それぞれ
協力してがんばりました。調理中には、他
の出店者からインドネシアの他の食べ物を
いただいたり、こちらから差し上げたり、
舞台裏でも楽しんでいました。

徐 敏豪さん　（台湾）

10月19日（土）　市民交流センター　イベントホール

販売担当の（？）山本会長と柴副会長


